
 

富士見市ゼロカーボンシティ宣言 

～ 市民・事業者・行政の協働による脱炭素社会の実現に向けて ～ 

 

富士見市では、平成１２（２０００）年４月１０日に「環境にやさしい都市宣言」を行 

い、市民・事業者・行政が一丸となって、自然環境の保全に取り組んできました。 

特に、ごみ減量化の取組みでは、市民や事業者の地道な努力により、埼玉県内の市では、

１人１日当たりのごみ排出量の少なさは、常に最上位となっています。 

このような中、近年、地球温暖化の影響とみられる異常気象による災害が国内外で多発

しており、気候危機というべき深刻な状況にあります。 

２０１８年に公表された気候変動に関する政府間パネルの特別報告書では、２０１５年

に合意されたパリ協定を踏まえ、２０５０年までに二酸化炭素の実質排出量をゼロにする

ことが必要とされ、政府においても、２０５０年までにカーボンニュートラルを目指すこ

とを宣言しています。 

富士見市においては、地球温暖化という一刻の猶予もない課題に対し、脱炭素社会の実

現に向けた取組みの更なる推進が求められています。 

２０５０年は遠い未来ではありません。水と緑に恵まれた暮らしやすいこの富士見市を、

次世代にしっかりと引き継ぐため、市民・事業者・行政の協働により、２０５０年までに

二酸化炭素排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」の実現を目指すことを、ここ

に宣言します。 

 

令和４（２０２２）年４月１０日 

        富士見市長 


